
先駆的ＩＣＴに関する懇談会

ＩＣＴ分野における先駆的な技術が既存のビジネスやサービスのあり方を大きく変革しつつ

ある中、人口減少等の「静かなる有事」に直面している我が国について、「落ち着いて、優し

く、持続可能な」次世代社会の方向性を議論するため、今後の日本を担う新進気鋭の企業

経営者や技術者等による懇談会を開催する。

検討事項（例） 懇談会の運営

（１）人口減少等の中で日本、アジアや世界
が抱える課題

（２）ＩＣＴ分野の新技術の最新動向と課題の
解決に向けた新技術の可能性

（３）新技術の社会的受容性のための方策

（４）日本が進むべき次世代社会の姿
など

●総務大臣主宰の懇談会とし、本年1月より開始。大臣室等
でのサロン形式（毎回１時間程度）。

●フィンテック、ブロックチェーン、ＡＲ・ＶＲ、ＡＩ、ビッグデータ、
シェアリングエコノミー等の分野から専門家等がメンバーと
して参加。

●参加メンバーからプレゼンし、懇談。必要に応じ、ゲストを
招待。検討結果は、情報通信審議会における新たな情報
通信政策の検討等に反映。

●１～２ヶ月に１回程度開催し、議事概要を原則公開。

スケジュール（想定）

６月２０１８年 １月18日 ～

キックオフ会合
・取組紹介等

テーマ別③
・ブロックチェーン、
ＡＲ/ＶＲ等

テーマ別②
・ＡＩ（自然言語処理、音声
認識、画像認識等）

２月

テーマ別①
・障害者等サポート

２０３０～２０４０年
の将来イメージ

資料１－１



参加メンバー

bitFlyer 加納 裕三 代表取締役

ナイアンティック 村井 説人 代表取締役社長

Preferred Networks 西川 徹 代表取締役社長

フェアリーデバイセズ 藤野 真人 代表取締役

エクスメディオ 物部 真一郎 代表取締役社長

AsMama 甲田 恵子 代表取締役社長

GMOインターネット 熊谷 正寿 代表取締役会長兼社長

JINS 田中 仁 代表取締役社長

（一社）日本パラリンピアンズ協会 田口 亜希 理事

５０音順（社名）アズママ

ジーエムオー

ジンズ

ビットフライヤー

プリファードネットワークス

２



参考資料

３



３G２G

WiFi

1980以前

インターネット

携帯電話/端末

iPhone登場、
スマート
フォンの普
及拡大へ
（2007
頃）パーソナル

コンピュー
ター（PC）
登場
（1975頃）

Windoows95
発売、一気に個
人に拡大へ
（1995）

電電公社、世
界初の自動車
電話サービス
開始
（1979）

携帯電話登場、
小型化へ
（1990頃）

タブレットPC
登場、普及拡
大へ（2010
頃）

1990 20102000

米国ARPAネッ
ト（インター
ネットの母体）
運用開始
（1969）

日本での商
用利用開始
（1993）

i-mode登場、
インターネット
接続サービス開
始（1999）

ブロード
バンド化

ダイヤル
アップ

ADSL FTTH
CATV

WiMAX

４G

現在
クラウド

商用コン
ピュータ登場
（1960以前）

PC

情報通信技術の進歩

AIネット
ワーク

ビッグ
データ

IoTLPWA

腕時計型
ウェアラブル
端末登場
（2015）

スマート
スピーカー
登場（2016）

（出典）第１回「ＩｏＴ新時代の未来づくり検討委員会」（平成29年11月17日）資料より

４

http://www.google.com/url?url=http://pcrental.ifdef.jp/note_pc.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=D-tqVIH8GoW9mgXTlIDYCw&ved=0CBYQ9QEwAA&usg=AFQjCNEsD5ZJO7TokZOujfxW5Zlyjz05bQ
http://www.google.com/url?url=http://pcrental.ifdef.jp/note_pc.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=D-tqVIH8GoW9mgXTlIDYCw&ved=0CBYQ9QEwAA&usg=AFQjCNEsD5ZJO7TokZOujfxW5Zlyjz05bQ
https://www.google.com/url?url=https://web116.jp/shop/netki/adsl-mn2/adsl-mn2_00.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=fupqVJnAHePAmQXDpIDADQ&ved=0CBoQ9QEwAg&usg=AFQjCNHIUTMMQP4RG53QyPA0EIuu0lBttA
https://www.google.com/url?url=https://web116.jp/shop/netki/adsl-mn2/adsl-mn2_00.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=fupqVJnAHePAmQXDpIDADQ&ved=0CBoQ9QEwAg&usg=AFQjCNHIUTMMQP4RG53QyPA0EIuu0lBttA
http://www.google.com/url?url=http://oshiete.goo.ne.jp/qa/1317560.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=a6hqVN3RAsG0mwWmxYDoCA&ved=0CCoQ9QEwCg&usg=AFQjCNEPaz-ezs_T7wscc-IletwQEc8hRg
http://www.google.com/url?url=http://oshiete.goo.ne.jp/qa/1317560.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=a6hqVN3RAsG0mwWmxYDoCA&ved=0CCoQ9QEwCg&usg=AFQjCNEPaz-ezs_T7wscc-IletwQEc8hRg
http://www.google.com/url?url=http://www.7980en.com/1618.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=aqlqVO_wH8bEmQX4uICQCQ&ved=0CCIQ9QEwBg&usg=AFQjCNFtlOHyiV0wwycyAv2tY1Xo2zj6Fw
http://www.google.com/url?url=http://www.7980en.com/1618.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=aqlqVO_wH8bEmQX4uICQCQ&ved=0CCIQ9QEwBg&usg=AFQjCNFtlOHyiV0wwycyAv2tY1Xo2zj6Fw
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:MT-800M_Type_No1_Car_Telephone.jpg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:MT-800M_Type_No1_Car_Telephone.jpg
http://www.google.com/url?url=http://www.nikkansports.com/general/news/f-gn-tp2-20120324-922524.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=gadqVJqSDcOxmwWp2YGgCA&ved=0CBgQ9QEwAQ&usg=AFQjCNEN4iDMPmzY85NToCc8yJ__MCwWAQ
http://www.google.com/url?url=http://www.nikkansports.com/general/news/f-gn-tp2-20120324-922524.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=gadqVJqSDcOxmwWp2YGgCA&ved=0CBgQ9QEwAQ&usg=AFQjCNEN4iDMPmzY85NToCc8yJ__MCwWAQ
http://www.google.com/url?url=http://artfactory.blog81.fc2.com/blog-entry-794.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=JKhqVPLHG-SNmwXpo4DoDQ&ved=0CBoQ9QEwAg&usg=AFQjCNFTYjAB392rJJxuE-evflhxJgXF-w
http://www.google.com/url?url=http://artfactory.blog81.fc2.com/blog-entry-794.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=JKhqVPLHG-SNmwXpo4DoDQ&ved=0CBoQ9QEwAg&usg=AFQjCNFTYjAB392rJJxuE-evflhxJgXF-w
http://www.infonet.co.jp/ueyama/ip/history/apple2_l.jpg
http://www.infonet.co.jp/ueyama/ip/history/apple2_l.jpg
http://www.google.com/url?url=http://www.v3.co.uk/v3-uk/news/2351055/ee-to-offer-wifi-phone-calls-from-autumn&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=YepqVLj_N-i8mgXxmIHIBA&ved=0CBwQ9QEwAw&usg=AFQjCNEia2U4uss7ybu3EkexWSdOmSwtRg
http://www.google.com/url?url=http://www.v3.co.uk/v3-uk/news/2351055/ee-to-offer-wifi-phone-calls-from-autumn&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=YepqVLj_N-i8mgXxmIHIBA&ved=0CBwQ9QEwAw&usg=AFQjCNEia2U4uss7ybu3EkexWSdOmSwtRg
http://www.google.com/url?url=http://www.weblio.jp/content/%E5%85%89%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%90%E3%83%BC&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=3OpqVMTcKMaQmwXNh4DIBg&ved=0CDAQ9QEwDTg8&usg=AFQjCNEnkOAfwSYZfz_4Xb5LdquYqlkx3w
http://www.google.com/url?url=http://www.weblio.jp/content/%E5%85%89%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%90%E3%83%BC&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=3OpqVMTcKMaQmwXNh4DIBg&ved=0CDAQ9QEwDTg8&usg=AFQjCNEnkOAfwSYZfz_4Xb5LdquYqlkx3w
http://www.google.com/url?url=http://ja.wikipedia.org/wiki/Wi-Fi&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=g-tqVPfaG8G_mwWavoGADQ&ved=0CBgQ9QEwAQ&usg=AFQjCNEPLbGjkMXSLH0pz_wzKctjf9Z7RA
http://www.google.com/url?url=http://ja.wikipedia.org/wiki/Wi-Fi&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=g-tqVPfaG8G_mwWavoGADQ&ved=0CBgQ9QEwAQ&usg=AFQjCNEPLbGjkMXSLH0pz_wzKctjf9Z7RA


＜事例＞

革新的ＩＣＴが既存のビジネス・サービスに及ぼす影響例

フィンテック
ブロックチェーン

AR・VR
（拡張現実・仮想現実）

AI（人工知能）

ビッグデータ

＜影響の例＞ （参考）総務省の取組

・ フィンテック
・ 政府調達
・ 本人確認
・ トレーサビリティ

・ P2P決済、暗号通貨等による銀行業
務の代替

・ キャッシュレス社会の到来
・ 課金や認証の低価格化

・ 情報通信審議会に専門のグループ
を設置し、報告書を取りまとめ

・ 実証事業を実施し、革新的な電子行
政の計画を策定

・ ゲーム（ポケモンGO等）

・ 観光
・ スポーツ
・ 製造業（自動車等）

・ 仮想世界から現実への影響力発生
・ リアルとバーチャルを脳が混同
・ コミュニケーション力の低下
・ 既存業界（ｽﾎ゚ ﾂー、旅行業等）の代替

・ AR・VRや４K・８Kを組み合わせた次
世代映像技術の放送・配信に向けた
実証事業

・ 接客ロボット
・ 自動運転
・ スマート工場
・ 医療（診断支援等）

・ 人的能力を超越（ｼﾝｷﾞｭﾗﾘﾃｨ）
・ 低技能に加え高技能労働の代替
・ AIによる人間社会の支配の恐れ
・ 第三者評価の必要性（ﾌ゙ﾗｯｸﾎ゙ｯｸｽ化）

・ AIﾈｯﾄﾜｰｸ社会推進会議で開発ｶﾞｲﾄﾞ
ﾗｲﾝを策定、国際的議論に寄与

・ 脳活動や自然言語処理技術の研究
成果を踏まえた次世代AIの開発

・ 多言語翻訳
・ 介護予防、認知症対策
・ 接客、コールセンター
・ スマートハウス

・ AI、ロボットと組み合わせた無人接客サー
ビスの実現

・ 人間同士のコミュニケーション頻度の低下
・ 盗聴、プライバシー侵害への懸念

・ NICTを中心に多言語音声翻訳シス
テム（VoiceTra）を開発し、実験用アプ
リを救急・警察、鉄道・空港等で利用

・ 東京オリパラ大会が開催される2020
年までに社会実装

・ 農業
・ 医療、ヘルスケア
・ 小売
・ 観光

・ データ主導社会の到来
・ 個人情報保護・ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰとの両立
・ 経験やスキルの価値の低下
・ GAFA等の巨大企業の支配

・ IoT等を活用した先進モデルの実証と
成功モデルの地域実装

・ 情報銀行・情報信託の制度設計に向
けた実証事業

・ 民泊、ライドシェア
・ スペースシェア
・ クラウドソーシング
・ クラウドファンディング

・ 眠っている遊休資産をマーケット化
・ 個人がサービス供給者に（スマホ一つ

でビジネス参画）
・ 既存業界（ﾀｸｼｰ、旅館等）の代替

・ シェアリングエコノミーの先進モデル
の実証、成功モデルの地域実装

・ シェアリングエコノミー協会と連携し、
自治体にアドバイザーを派遣

ＩＣＴ分野の革新的な技術（disruptive technology）が、既存のビジネスやサービスのあ
り方を大きく変革し、社会や産業の秩序に変化をせまる事例が相次いでいる。

シェアリング
エコノミー

音声認識

５



２０４０年の日本の社会構造・課題

（出典）第１回「電波有効利用成長戦略懇談会」（平成29年11月10日）資料より

６



「未来の年表」

（出典）第１回「電波有効利用成長戦略懇談会」（平成29年11月10日）資料より抜粋
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【検討項目】

（１） ２０２０年以降に人口減少社会がさらに進行する中で、日本が直面する課題の現状認識をＩＣＴ分野を超えて前広に整理。

（２） ＩoT・ＡＩ・ロボットなど２０３０～２０４０年頃の新時代を展望し、イノベーションにより将来起こりうる未来イメージを制作。
（省内若手による横断的な「未来デザインチーム」を設置。シンクタンクや女性活躍プロジェクト「ＩｏＴデザインガール」等との協働により、具体イメージを委員会に提案。）

（３） ＷＧからの報告を踏まえつつ、未来イメージから逆算する形で、日本の歩むべき道を支えるための情報通信政策のあり方
を検討。

IoT・AI・ロボットなどのイノベーションの成果を「産業」や「地
域」の隅々まで浸透させることを通じて、
・ 2020年以降の本格的な人口減少・高齢化社会において生
じうるさまざまな課題解決
・ ICT産業の競争力向上や経済・地域社会の持続的な発展
のために取り組むべき情報通信政策の在り方を検討

IoT・AI・ロボット等が日常生活、職場や公共空間に広く浸透す
る時代を見据え、
・ こうした時代に求められる人材を育成するための教育の在
り方

・ 高齢者・障害者に対するICT利活用支援策等
に関して検討

産業・地域づくりＷＧ
【森川博之主任】

人づくりＷＧ
【安念潤司主任】

ＩｏＴ新時代の未来づくり検討委員会
【村井純主査】

高齢者に対するICT利活用
支援策等に関して専門的に
検討

高齢者ＳＷＧ
障害者に対するICT利活用
支援策等に関して専門的に
検討

障害者ＳＷＧ

情報通信審議会【会長：内山田竹志 トヨタ自動車(株)取締役会長】

情報通信政策部会【部会長：須藤修 東京大学大学院教授・東京大学総合教育研究センター長】

情報通信審議会における新たな情報通信政策の検討 ８



テクノロジーの今後の見通し（例）

いたわりや手加減のできるロボット
が介護や調理、掃除で活躍

 ロボットが買い物を代行
工事現場で知能ロボットが作業

 コンタクトレンズ型ディスプレイ
血管内を移動する微少な医療ロボ
頭の中で念じるだけでコンピュータ操作
装備型装置で身体能力を補強
（消防士らが視覚や嗅覚などを増強
させるなど）

言語の壁を越えたコミュニケーション
動物との会話できる装置が実現

ロボットの社会進出
（2022年頃～）

人体とコンピュータの融合
（2022～2027年頃）

2020

2040 2050

民事調停の調停案をAIが提示
監督の演出意図を理解するバーチャル俳優

がデビュー
歩行者と車がやりとりし、信号が事実上不要に
 ＡＩ秘書やＡＩ教師を登用
日本の仕事の49％がロボット・AIで代替

可能に

体内へのデバイス埋め込みが実現
着るだけで体調がわかる衣服が普及
空飛ぶタクシーが増加
 ドローンを使った配送が拡大
自分の脳で考えている内容を目や耳を

介さずに他人の脳に伝達

ＡＩが人の代役となる
（2025年頃～）

（文部科学省科学技術政策研究所「第９回デルファイ調査報告書」(平成22年３月)、日経新聞
「ニッポンの革新力 AI・IoT 変わる世界」(平成29年11月１日)等を基に総務省作成）

2030

ヒトと機械が共存
・協調する社会

（2030～2040年頃）

 ＡＩが人間の代わりに
知的労働する時代に

ＡＩが人を超える
（シンギュラリティ）

（2045年頃）

宇宙旅行の普及
宇宙エレベータの実現

宇宙への進出
（2050年頃）

技術で言葉の壁が消滅
（2025年頃）

（出典）第１回「ＩｏＴ新時代の未来づくり検討委員会」（平成29年11月17日）資料より
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＜メディアが伝える未来に起こりそうな象徴的出来事の例＞

＜映像・文献等の調査＞

映画、マンガ、テレビ、新聞、各種未来予測・未来年表、企業の事業計画等

未来イメージ制作の進め方

宇宙旅行の普及

体内へのデバイス埋込 空飛ぶクルマシンギュラリティ
（AIが人間を超える）

多機能な家事ロボット ホログラム
（立体映像技術）

2030年頃
出典：2017年8月17日日本経済新聞朝刊

「空飛ぶ車、離陸近づく？」

2030年頃
出典：文部科学省科学技術政策研究所

第９回デルファイ調査

2040年頃
出典：文部科学省科学技術政策研究所

第９回デルファイ調査

2045年頃
出典：未来学者レイ・カーツワイル氏の予測

2025年頃
出典：経済産業省「技術戦略マップ」

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
将
来
起
こ
り
う
る
未
来
イ
メ
ー
ジ
を
提
示

（２
０
３
０
～
２
０
４
０
年
頃
を
念
頭
に
ド
ラ
え
も
ん
的
な
世
界
を
夢
想
）

省内若手による横断的な「未来デザインチーム」を設置し、以下を検討。

シ
ン
ク
タ
ン
ク
や
「Ｉ
ｏ
Ｔ
デ
ザ
イ
ン
ガ
ー
ル
」等
と
協
働
し
、

専
門
家
視
点
、
女
性
視
点
、
高
齢
者
視
点
等
を
イ
ン
プ
ッ
ト

「Ｉ
ｏ
Ｔ
新
時
代
の
未
来
づ
く
り
検
討
委
員
会
」に
て
イ
メ
ー
ジ
を
確
定

2025年頃
出典：文部科学省科学技術政策研究所

第９回デルファイ調査

（出典）第１回「ＩｏＴ新時代の未来づくり検討委員会」（平成29年11月17日）資料より
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「未来デザインチーム」について

将来、行政の中枢を担う省内若手による「未来デザインチーム」を結成し、委員会にイメージを提示

＜「未来デザインチーム」の概要＞

・ テクノロジーの進展を見据えつつ、「2030～2040年頃にどんな社会が到来するか？」をイメージし
た未来像を作成し、中長期的なビジョンの基礎を作ることを目的とする。

・ 省内の20～30歳代（課長補佐～係員）から公募により20名程度を選定し、12月にチームを立ち
上げ議論をスタート。第二回委員会（来年１月25日予定）に、素案を提示することを目指す。

・ なお、新進気鋭のベンチャー経営者やシンクタンク、「IoTデザインガール」【注】などとの意見交換
会を実施し、最新かつ多彩な視点を採り入れる。

I o T 新 時 代 の
未 来 づ く り
検 討 委 員 会

検討開始 論点整理
ビジョン素案

中間
とりまとめ

最終
とりまとめ

＜スケジュール＞
H29.11 H30.1 H30.3 H30.6

未 来 デ ザ イ ン
チ ー ム

H29.12

公募
開始

チーム
立ち上げ

随時
検討

ベンチャー経営者や
「IoTデザインガール」等
と意見交換会を実施

委員会の議論に応じて検討

インプット

【注】 「地域ＩｏＴ官民ネット」の取組の一つとして、
IoT分野の女性活躍推進に向け、営業や政策
の最前線を担う官民の女性をネットワーク化
するためのプロジェクトを本年７月に開始。

（出典）第１回「ＩｏＴ新時代の未来づくり検討委員会」（平成29年11月17日）資料より
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